
小国産の野菜や食べ物を 
買って地産地消に貢献 

 

小国の中でお金が循環するので、 
ゴール8「経済成長」に進む 

新たに風力発電所を作る 
 

CO2を出さない 
地産エネルギーが増えたので 
ゴール7「エネルギー」 

にジャンプ 

吹奏楽の楽器は 
中古品も使う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

物を大切に扱うので 
ゴール12「つかう責任」に 

進む 

ベルマークやペット 
ボトルのキャップを寄付 

 
 
 
 
 
 
 

困っている人の役に立ったので 
GOAL1「NO POVERTY」に 

ジャンプ 

北里柴三郎記念館を紹介 
 

記念館のまわりで渋滞が発生！ 
でも、多くの人たちに博士の偉業を 

知ってもらえたので、 
ゴール4「学習」に進む 

近いところへは自転車で❣ 
 

車の排気ガス排出を防止してきれいな
空気を保つので 

ゴール13「気候変動」に 
進む 

おばあさんの 
荷物を持ってあげた 

 
 
 
 
 
 
 

おばあさんから感謝された！ 
でも、予想以上に荷もが重くて 

疲れたので、一回休み 

災害時用の自動販売機を
たくさん設置 

 

企業と一緒に災害に強いまちづくりを
進めるので、ゴール17 
「パートナーシップ」に 

ジャンプ 

小国にショッピング 
モールができた 

 

商店の経営難と車の渋滞が問題に! 
ゴール13「気候変動」に戻る 

森に落ちていたゴミを
拾ってみた 

 

森がきれいになって、働く楽しさを 
知ることができたので 

ゴール15「陸の豊かさ」に 
ジャンプ 

小国のきれいで 
豊かな水を守る 

 

使いすぎに注意しながら 
GOAL６「CLEAN WATER」 

に進む 

SNSを使って 
世界中に小国をPR 

 
 
 
 
 
 
 
 

SNSの使い方を間違うといじめに 
つながるよ。ゴール16「公正」に 

戻って正しく発信しよう 

一回休み 

小国杉で町を活性化 
 

林業は、町の主産業なので 
ゴール15「陸の豊かさ」に 

進む 

短いエンピツ 
まだ使える❣ 

 

物を大切にしているので 
ゴール12「つかう責任」に 

進む 

小国杉で建てたホールで 
有名人がライブ 

 

観光客がたくさん来るので、 
ゴール11「まちづくり」に 

ジャンプ 

道に落ちているゴミを
拾ったよ 

 

町の美化に協力したから 
ゴール11「まちづくり」 

に進む 

みんなで川そうじ 
 
 
 
 

 
 

川はきれいになるけれど、 
一部の人に負担がかたよらない 
ようにしないといけないから 
ゴール10「不平等をなくす」 

に戻る 

ボランティアに参加 
 
 
 
 
 
 
 

汗でビショビショ、服は泥だらけに
なったけれど、ゴミが減少したので 

GOAL11「SUSTAINABLE 
CITIES」に進む 

小国の野菜を食べて 
健康になった 

 
 
 
 

 
生産者の働きがいにも 

つながったので 
GOAL8「DECENT WORK」 

に進む 

ここから英語のゴール 
表記が始まるよ 

英語学習をがんばる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GOAL４「EDUCATION」に 
戻ってもう一度がんばれ 

植林活動に参加 
 
 
 
 
 
 
 
 

山に緑が増え、地下水も豊かに。 
海にはプランクトンも増えるので、 

GOAL15「LIFE ON LAND」 
に進む 

飲む牛乳は 
小国ジャージー牛乳❣ 

 

 
 
 
 
 
 
 

小国の特産品・ジャージー牛乳を 
たくさん飲んで産業を支えるよ! 

ゴール9「産業」に進む 

近所にも車で行く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CO2も排出するし、、 
健康にもよくないので 

GOAL3「GOOD HEALTH」 
に戻る 

小国の温泉に浸かって 
体を温めた 

 

健康にいいので、ゴール3 
「健康と福祉」に進む 

世界中に 
きれいで豊かな水を 

提供できるようになった 
 
 
 
 
 
 
 

きれいな水は、人間にも動物にも 
産業にも必要。GOAL6「CLEAN 

WATER」に戻る 

小国の中学生が考えた 
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